
 

人権教育に関する特色ある実践事例 

 

基準の観点 協力的・参加的・体験的な学習を効果的に進めている実践事例 

 

１．基本情報 

○都道府県名及び市町村名  

奈良県御所市 

○学校名 

御所市立大正中学校 

○学校のＵＲＬ 

なし 

 

２．学校紹介 

○学級数 

【通常の学級】全学年各２学級、【特別支援学級】     【合計】６学級 

○児童生徒数 

【全児童生徒数】１２８人（平成２７年１１月１日現在） 

（内訳：１年生 41 人、２年生 46 人、３年生 41 人） 

○人権教育開発推進事業、人権教育研究推進事業実績（実施年度及び事業の別） 

 平成 ９、１０年度 人権教育研究推進事業人権教育研究指定校 

 平成１７、１８年度 人権教育研究推進事業人権教育研究指定校 

 平成２５、２６年度 人権教育研究推進事業人権教育研究指定校 

○学校の教育目標、人権教育に関する目標など 

【学校の教育目標】 

「一人一人の個性が輝く生徒の育成」 

【人権教育に関する目標】 

自尊感情の高まりと共感的理解の深まりをめざす集団づくりと自主活動の活性化 

○人権教育に係る取組一口メモ  

自他のアイデンティティを理解し尊重する態度を育成するために、本校は「自分の

こと」を見つめ合い、語り合い、聴き合う集団活動を重視している。 

○人権教育にかかる取組の全体概要 

・ 全教職員による宿泊を伴う実践交流会の実施（年２回） 

・ 地場産業体験学習、大阪鶴橋コリアタウンフィールドワーク 

・ 生活班による学校生活 

・ 部落解放研究会（部落研）・障害者問題研究会（あすなろの会）の活動（地域の

方からの聴き取り学習、福祉作業所との日常的な交流、文化祭での劇発表など） 

・ 「自分のことを語る」＜集中ＨＲ（１年野外活動、２年海洋実習、３年修学旅行）

部落解放研究会夏期合宿（「龍神合宿」）＞など 

 



 

３．特色ある実践事例の内容 

◆「自分のことを語る」 

１．取組のねらい 

一人一人の生徒が「個性を輝かせる（学校教育目標）」力の源泉に位置づけられ

るのは自己肯定感や自尊感情である。しかし肯定、尊重すべき「自分」とは一体

何なのがわからないまま、自分を肯定しよう、尊重しようとしてもそれは絵空事

である。明らかなことは、ここにいる自分は今、偶然にこの場に出現したのでは

なく、この世に生を受けてから現在に至る生い立ちや経験の中で創られてきたと

いうことである。いろいろな人や物事との具体的な出会いの結果の全てとして今

の自分はある。誰にもとって代わることのできない、たった一つのオリジナルと

しての自分がここにいるのである。本校では、そのような「かけがえのない自分」

としての自覚が、自己肯定感や自尊感情の醸成につながるという考えのもと、自

分につながる事実と向き合い、自分をより深く理解するための手だてとして「自

分の事を語る」取組を行うことにした。 

 

２．取組を始めたきっかけ 

本校には、全体の約半数を占める部落出身の生徒、あるいは一人親の家庭、経

済的に困難な家庭から通う生徒が、一般的な比率より格段に高い割合で在籍して

いる。そのような生徒にとって「自分のこと（家族関係、生活実態、社会的立場、

その中での成育歴や置かれている現実など、現在の自分につながる全ての状況）」

は、将来の人生にマイナスに働くかもしれない要素であり、かつ今現在の困難に

かかわる切実な事実である。 

誰よりも、そのような状況に対する負のイメージを持つ生徒たちにこそ自己肯

定感や自尊感情を育みたい。そのためにはこれまで目をそらしてきた、しかし決

して忘れることはできなかった「自分のこと」を見つめさせ、「目をそむけたい、

恥ずかしいこと」としてのそれを、「恥ずかしいけれど、まぎれもなく今の自分を

創っている（きた）こと」として捉える視点を持たせるための取組が必要である

と考えた。 

その考えは「自分のことを語りきり本当の仲間をつくろう」という標語で、各

クラスはもとより、生徒会そして部落解放研究会や障害者問題研究会などの自主

活動サークルなど、学校の全ての生徒活動、及び仲間づくりの根幹に据えられて

いる。 

 

３．取組の内容 

 その取組が、各学年次、クラスで行われる「自分のことを語る会」（以下「集中

ＨＲ」と言う。）である。これは、以下の各学年の宿泊行事の場で、宿舎の大部屋

を借りて行われる。 

１年次・・・野外活動    

２年次・・・海洋実習 

３年次・・・修学旅行 



  

ここでは、集中ＨＲの具体的な有様を生徒や教師の作文や手記から紹介する。 

 

“このクラスには、生活にしんどさをかかえている子供がたくさんいま

す。この集中ＨＲが子供たちにとって、特に生活課題をかかえる子供た

ちにとって、自分の生活と向き合い、お互い語り合える場になれたらと

私は思いました。そんな折り、子供たちだけではなく教師自身も自分と

向き合っていかないと子供たちと向き合うことができないということを

先輩から指摘されました。 

私は６月の修学旅行に向けた４月半ば、子供たちに集中ＨＲの意味を

説明した後こう言いました。「実は私も恥ずかしい話、誰にも言えてない

ことがあるねん。私、みんなに自分としっかり向き合って話してほしい、

って言ったけど、私自身は本当に向き合えてるのかなあって思った。だ

から私今回決意した。私自身も今まで封印してきた過去をしっかり見つ

めて、集中ＨＲで語る。」その日から私の「自分との向き合い」がはじま

りました。子供たちも「自分との向き合い」「私（担任）との向き合い」

をはじめてくれました。ＨＲで何を語るかについて、休み時間の個別面

談、放課後の班会議、家庭訪問等で話し込む毎日が続きました。”（クラ

ス担任） 

 

本校ではこの取組を成立させる条件とし

て、日常の学校生活での集団づくりを大切に

している。生徒たちは日常の学校生活を、５

～６人で構成される「生活班」という単位で

過ごしている。生活班では班員が毎日机を接

し授業にのぞみ、学校生活を送ることにな

る。生い立ちも感覚もちがう相手どうしが日

常的に接するため、なかまのゆれ、悩みが直

接伝わることによって、けんかもあればもめ

事もある。そんな経験を通して仲間にはそれぞれの生活があり、生い立ちがあり、

「らしさ」があるのだということを実感していく。班の中での日常的な交わりと

いう土壌があって、初めて語りあう関係が成立する。 

上記担任のクラスのＡが集中ＨＲで語った内容を紹介する。Ａは入学当初みん

なの前で家族のことを語るどころか、友達にささいな自分の気持ちすら伝えるこ

とのできない生徒だったという。 

 

“僕の家族はお父さん、おじいちゃん、おばあちゃんと僕の４人です。 

母は僕が小学校１年のときからいません。なぜ出ていったのかは、そ

のときの僕にはわかりませんでした。会いたい気持ち、さみしい思いで

いっぱいで、当時はその気持ちしかありませんでした。そして、僕は、

母親が仕事に行って帰ってこないだけだと思っていたので、僕が頑張っ

文化祭クラス劇で集中ＨＲを再現 



ていたら帰ってくると思いこんでいました。 

僕は、ずっと母を待ちながら勉強やクラブ活動を頑張り続けました。 

つい１週間ほど前、僕が勉強していたときに父親が部屋に入ってき

て、「お母さんに会いたいか。」と聞かれました。僕は、「うん」と答え

ました。その後父親は母親と離婚したと言いました。僕は、父親に言い

たいことや聞きたいことがあったけど、父親の気持ちを考えると言えま

せんでした。だから、今度聞こうと思います。 

最初に言われたときは、正直に言うと受け入れられなかったです。寂

しい気持ちやママがもう家に帰ってこない悲しさ、残念さなどいろんな

気持ちがでてきました。でもいつもならこういうことを聞いたら泣く僕

だけど、強くなろうって決めたし、ママやパパにもいろいろ事情がある

と思ったので受け入れられました。そういうふうになれたのも、英語部

に入って、龍神（※１）に来たり、あすなろ会のボランティア活動、大

切な友達や先生方の支えのおかげで今の僕があると思います。だからこ

の調子でやっていきたいです。 

ぼくは、心の強い人は、つまり誰かのために精一杯何かできる人だと

思っています。そんな心の強い人になりたいです。これからも夢に向か

って成長していきたいと思います。” 

※１ 龍神＝龍神合宿（次ページ参照） 

 

「強くなりたい」と語ったその後のＡは、文化祭の劇、近隣の福祉作業所での

ボランティア活動、そして自分自身の高校進学へ向けた真剣な学習など自分にで

きることに精一杯取り組んだ。集中ＨＲの場では、Ａのような家族関係に関わる

ことを始め、同和問題に関わること、身体に関わること、あるいはＡよりももっ

と厳しい家庭環境に関わることなど、実に多様で具体的な「自分のこと」が語ら

れる。 

 

“おれ（Ｂ）は、中友（※２）行くのがめんどくさかってさぼったとき

もあった。そのときおとうさんにすごく怒られた。お父さんは部落出身

で、ある日お父さんがお母さんと話しているのを聴いた。「Ｂも室長とか

やってがんばってるし、自分も中途半端やったらあかんと思って、売薬

の得意先一軒一軒で自分のこと話していったんや。そしたら得意先が半

分ほどになってしまった。」そのこと聞いて、自分もはんぱなことしてた

らあかんなと思った。お父さんも結婚のとき、母が部落の人とちがうか

ら反対を受けたらしい。前に他の中学の子とつきあっていたけど自分が

部落民やって言ったら、そこからピタッと連絡がこなくなった。これも

差別かなって思う。・・・僕はお父さんを尊敬してるし、これからも絶対

差別に背を向けへん。” 

※２ 中友＝中学生友の会。地域で行われている学習会。人権学習や教

科学習を行う。 

 



“初めてみんなに自分の病気のことを話してすごく気が軽くなった。私

にとってこの病気は本当にいやなことで、休んだ次の日に「なんで休ん

だん？」と聞かれても「・・・ちょっと。」ってごまかしてはっきり言え

なかった。何度もちゃんと言おうと思ったけど、そのこと言ったらきら

われるとか思ったり、そんな自分がいやだった。言ってみてＣちゃん、

Ｄちゃんの言葉、本当にうれしくて涙が止まらなかった。Ｄちゃんと一

緒に班で頑張っていける。本当にそう思いました。私は、はじめははっ

きりいってどうにもならないようって思っていたけど、自分のことを言

うことによってなかま関係が深まるのではないかと思いました。” 

 

“みんなの話を聞いていて、一人一人の思いが伝わってくるようでした。

私には両親が２人ともいてないから、それ以上にみんなの両親を大切に

してほしいと思いました。たとえどちらかいなくても親は親なんだから

大切にしてほしいと思いました。私の家も笑える家じゃないから、笑え

る家にしていきたいから私自身努力していくつもりです。この集中ＨＲ

は、私の思い出、心に残るでしょう。忘れることはありません。” 

 

何名かの語りを紹介したが、その内容は、語ることは今の自分と向き合う事で

あり、今の自分を乗り越えていくことであることを示している。 

 

４．実施する際に生じた課題及びその解決策 

１．課題 

「自分のことを語る」取組は、確実に生徒の中に自尊感情の高まりと、集団に共

感的理解の深まりをもたらしている。しかし、マイナスイメージとして重くのしか

かっている事実をクラスの全員が、教師の生半可な指導で語ることはありえない。

語ろうとする事実が、生徒の心の中で深刻さを

増せば増すほど、当然それは口には出したくな

い事実になる。生徒がどこまで語ることの大切

さを理解するか、それも建前ではなく実感とし

て「自分と向き合う」作業の意味を理解するの

か、ひるがえって言うなら、教師がどれだけ生

徒にそのことを理解させられるのかということ

が、いつも大きな課題としてのしかかる。そう

なれば、まず教師が自らの有様を示すことによ

ってしかそれを克服できないのは当然であり、

前述の担任のように自らが率先して自分と向き

合っていこうとする姿勢が必然的に生じてく

る。 

 

２．課題に対する対応 

そのような教師の取組の一方で、クラスでの

龍神合宿で「自分の事を語る」 



集中ＨＲとは別に、「自分のことを語る」もう一つの大きな場が龍神合宿（和歌山

県龍神村「山の家」を借りて毎年夏休みに行われる２泊３日の部落解放研究会集中

合宿。）である。部落解放研究会は人権問題について考え、差別と闘う生き方を探

求することを目的として活動している校内の自主活動サークルである。ここでの活

動には部落出身生徒だけではなく、人権問題に興味をもっている生徒、クラスの仲

間関係をもっと深めたいと思っている生徒等、何らかの「想い」や「志」をもって

いる生徒が自主的に参加してくる。龍神合宿では毎年、先輩やＯＢからの聴き取り

学習が行われるが、話の内容の多くは中学校時代の仲間関係やＨＲ活動などを通し

て、いかに自分と向き合うことの厳しさと尊さを学んだか、そして後輩たちにはク

ラスの中でのそのような活動のリーダーになってほしいというものである。 

この龍神合宿で学んだ生徒たちが、クラスへ戻ったときに、リーダーとして集中

ＨＲを牽引するという構図ができあがる。祖母に育てられながら、母親に関わる重

い事実を背負って生きてきたＥもそのような生徒の１人である。部落研顧問の手記

を紹介する。 

 

“Ｅの母親はある深刻な事情で家にいないため祖母に育ててもらってい

る。母のことがＥの体全体にとてつもなく大きくのしかかっている。そ

んなＥはこの龍神合宿に１年生から参加し、Ｅより１つ上の先輩の「語

り」を聞き衝撃をうける。この先輩は部活動の先輩でもあり、その後ろ

にはやはり厳しい生活背景があった。先輩の語りは、自分の生い立ちを

真正面から見つめるものだった。自分にとって「負」のことであり「恥」

であることを人前で堂々と語っている。これからの自分はどうあるべき

なのかをこの先輩は語っている。それに比べて自分はどうなのか、これ

から自分はどうしていくべきなのか、母のことをどう捉えてくべきなの

か、突きつけられた。” 

 

Ｅは、学校へ戻ってからも家のことを巡って様々な葛藤を繰り返し、時には学校

生活で「くずれ」や「荒れ」をみせるようなこともあったが、龍神での先輩の話が、

それをストップさせる「つっかえ棒」の役割を果たしていた。その彼が２年生のと

き、クラスの集中ＨＲで、彼の葛藤の根にあった母のことを語った。Ｅの語りは、

その内容もさることながら、涙をこらえて必死に母の事実と向き合おうとするその

姿も含めて、クラス全員に自分と向き合うことの意味を深く考えさせることになっ

た。Ｅの作文を紹介する。 

 

“始めは自分のことホンマに語れんのかって自分の中で思ったけど、やっ

ぱり答えは出やんかった。学校でも家でも荒れてたから。でも龍神でＦ先

輩の話もきいて次の集中ＨＲでは絶対言おうと決めたし、先生に「正直に

言いたいこと言え」って言われたとき、めちゃうれしかった。ホンマうれ

しかった。やっと自分の中のモヤモヤがとれるんかって思ったからうれし

かった。・・・そしてみんなもいっぱい自分の家のことを語ってくれた。

みんなもいっぱいしんどいことあるんやなって思った。俺のことにもいっ



ぱい感想を返してくれた。ホンマうれしかった。” 

 

このように全員が語る意味を理解するという課題の克服に、リーダーの存在は不

可欠である。当然それを指導するのは担任であるが、リーダー合宿ともいうべき龍

神で学んだ生徒が、その学びをクラスに経験とともに伝えるサイクルが成立する。 

 

５．実践事例の実績、実施による効果 

このように「自分を語る」取組は、確実に自尊感情や自己肯定感を高める効果を

もたらしているが、それは決して生徒だけではない。冒頭に手記を紹介したクラス

担任を始め、取組を通して生徒に向き合う教師自身も、自らの生い立ちと向き合う

ことになる。２人の教師の手記を紹介する。 

  

“私は「語る」ことによってその人に自信や誇りが出てくると思っている。

集中ＨＲをくぐりぬけて以降、子供たちは劇的に変化した。周りのことを考

えられるような集団に成長していった。また私自身がそうである。自分の父

親のことを考え、父親に思いをはせ、それを生徒に語った。その中で自分の

ことを「かけがえのない存在」として初めて認識することができた。自分を

かけがえのない存在として認識して初めて、相手を「かけがえのない存在」

として認めることができる。わざわざ人前で語る必要はない、そんなことは

恥をさらけ出すだけだと思う人も少なからずいると思う。しかし私は絶対に

そうは思わない。なぜなら子供たちがその答えを出してくれたから。” 

 

“「語る」取組の中でいろんなものと向き合い、私につらくあたっていた私

の母も義母のプレッシャー、そして世間体からの目にしばられていたんだな

あと思えるようになりました。そのような母のしんどさを理解した上で、母

と同じようにならないためにも私自身が過去のしんどいことにしばられて

いてはいけないと思うようにもなりました。取組の中で子供たちは大きく変

わりました。ここ最近では勉強から逃げていたＧちゃんが、志望校へ行くた

めに放課後学習で毎日残っている姿が目にとまります。しかし、一番変わっ

たのは私自身です。この取組での学びが、これまで子供を指導する際に余り

にも軽かった私の言葉を重いものにしてくれました。” 

 

６．実践事例についての評価 

生徒にのしかかる「不安定」な家族関係、生活実態の「低位性」が、学校生活に

おける学習意欲の低下や問題行動に直結するという図式が本校に当てはまらないこ

とは決してない。 

それどころか、厳しい現実ゆえに本校は過去何度かの大きな教育荒廃を経験して

いる。その原因を家庭や地域の問題に求めて嘆くだけでは、学校の存在意義はない

に等しい。幾度の教育困難と向き合いながら、本校が得た教訓は、「不安定」で「低

位」なのは、その家族や生活ではなく、それを「不安定」で「低位」と捉える生徒

自身の感情、強いては彼らにそのような負の感情を持たせてしまう学校の有様では



ないか、ということである。「そこに生まれたことが恥ずかしいのではなく、そこに

生まれた事を恥ずかしいと思う自分自身が恥ずかしい。そう思わせる社会が恥ずか

しい。」人権聴き取り学習の際にある講師が話された言葉である。 

どの生徒にもその存在には理由がある。今の自分を創った「自分のこと」がある。

それゆえに、一人一人どの存在も等しく尊い。すべての生徒がお互いの「自分のこ

と」を認め合う学校にするために欠かすことのできない取組として「自分のことを

語る会」がある。 

複雑な家族関係を背景に、入学時から様々な問題行動を繰り返していた生徒が２

年次の集中ＨＲで「自分のこと」の後に語った決意を紹介する。 

 

“うちは家のこと、全部言ったけど、みんなもけっこう悩んでると思うねん。

うちは人に言えるんやったら言った方がいいと思う。親、友達、先生、大正

中の先生はみんないっしょうけんめい話きいてくれるし、よくしてくれるか

ら。みんな絶対ええとこ、悪いとこあると思う。そんなんとかも全部わかっ

ていけるような仲にうちはなりたいなって思うねん。区別つけて空気読める

ようなクラスにしたいと思ってるねん。そんなクラスにできるようにしてい

こよ。「うわべ」じゃなく「ほんま」の友達っていうのが何なんか、わかる

ようになろ。せやから、しんどいことあったら言うてきてよ。うちも言おっ

て思ってる。何でも言いあっていこ！ほんで「大正中で良かったな」「２Ｂ

で良かったな」ってほんまに思えるクラスにしていこ！ 

前までのうちやったら多分こんなこと考えられへんかったやろうし、こん

なことしゃべろうとも思わんかったけど、今は自分自身変わりたいし「２年

になって勉強もする！」って言うたし全部がんばっていきたいねん。だから

自分から逃げられへんようにみんなにも言うて変わっていこ！って思って

んねん。” 

 

語ることを通して高まってきた自尊感情や自己肯定感が、現在の自分を受け入れ

るだけにとどまらず、未来に向けたより良い自分を実現していこうとする意欲につ

ながることをこの語りは示している。 

この生徒は高校へ進学したものの、学習意欲に課題を抱えつつ中途退学した。現

在一人の家庭人として、小学校のときに失われてしまった「家族」を取り戻すべく

奮闘している。あのとき頑張ることを決意した未来を、今生きているわけであるが、

目の前に壁が立ちふさがったときに母校を訪ねて来るその顔は、クラス全員の前で

「自分から逃げない」と語った中学校在学時と変わらない。 

学校が一人一人の生徒の個性が輝く場になったとき、それは一人一人の自己実現

への展望を保障する場になるということである。そのような学校の実現に向けて「自

分のことを語る」取組をこれからも教育活動の根幹に据えていきたい。 

 

 

 

 



【人権教育の指導方法等に関する調査研究会議によるコメント】 

 
奈良県御所市立大正中学校 

自己肯定感や自尊感情の醸成には、まずもって「かけがえのない自分」としての自覚が

不可欠であるとして、自身をより深く理解するために、「自分のことを語る」場面の設定

を重視している。様々に困難な状況にある生徒たちが、自身の現状を「目をそむけたい、

恥ずかしいこと」として捉えてしまうのではなく、肯定すべき、尊重すべき「自分」を見

いだすことのできるように、学校、各学年次、各クラスでの「自分のことを語る会」（集

中ＨＲ）や、校内の自主活動サークルによる集中合宿など、生徒や教師が自分自身を語る

機会を、意識的に設定している。個別的な人権課題（人権教育の指導方法等の在り方につ

いて [ 第三次とりまとめ]）、各人権課題に対する取組（人権教育・啓発に関する基本計

画） を推進する実践事例である。 

 


